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e-lcarniiu'.における学習スタイルーーー協伽学習と学習ログ分駿

1．はじめに

ICTの進歩とともに,学習者は教材の閲覧からテス

ト，ノートテイキング，コミュニケーションに至るまです

べての学習活勤をe-learningのシステム上で行える
ようになりつつある．この学習活川に関するログは，

個々の学習者に適した学習支援や,教員に対する教

育支援を効卦舶勺･効率的に行うための有用な資源で

あり，協働学習のような学習者の状況把掘が不可欠

な学習スタイルで重要な役割を担っている．

本稿では，協働学習におけるクラウド型ツールの

可能性と取得可能な学習ログについて明らかにする

とともに,学習者の状態把握のための学習ログの活

用方法とその可能性について評価,考察する．

2.e-leai､ningにおける協働学習の現状
協仙学習とは,学習者が互いに自立した主体とこ

て鮒め合い,対等な関係を維持しつつ辿挑･協力し

ながら学ぶ学習スタイルである.学習者間の関係性

を強めることにより,他者の考えに触れる機会を増や

し,新たな視点．気づきの独得,コミュニケーションス

キルの強化,学習勤機の向上,頑他な知餓の柵築を

目的としている[11.

従来のCSCL'ではLMSや専用のWebツールな

どを用いて,協働学習に必要な共同作業空間,コミュ

ニケーション機能,知餓や学習成果物などの情報共

有領域を確保してきた.これに対し近年では,クラウ:ご

コンピューティング技術を用いることで,資料の協働

作成のようなグループワークもl司川･非同期を問わず

に作業できるようになったhil.

しかし,協働学習の授業運営は,学習者の取り組

み状況に応じた適切なサポートが必要となり,また成

細評価のためにも詳細な活動状況を把握せねばなら

ず,教員の負担が大きいという眺題がある.このため

I.MSやクラウド上の協働作業空間上の学習者の活

動ログを自動的に解祈し,教員の授業管理に必要な

適切な備報を抽出する仕組みが必要である(図1)．

LMSへのアクセス状況と成縦との相関にI淵する研

究1aK',lms上の機能の利川ログから学判者の理

解度やつまずき具合などの状況を推定し,それに対

応するアドバイスを自動送信する取り組みもあるが[4｝
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学習者の状態把握の推定精度や,学習者･教員それ

ぞれに対する支援機能の実装には,まだ多くの諜題
が残っているのが現状である．
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図1協働学習における学習ログの活用

3.GoogleAppsを用いた協働学習実証実験
筆者らはGoogle社が提供するｸﾗウド型サービス

｢GoogleAppsforKducniion-jを,協働学習のクラ
ウド型ツールとして活用する実証実験を行った.この

ツールの協側綱災職能を用いてNote鐸聡king,
CollaborativeWriiingl5]という二つのﾀｲブの協働
学習を会津大学短期大学部の講義において実施しa

学習環境としてのユーザビリテイと有効性についてア

ンケートデータに埜づいて検証した．

クラウド型ツールの場合,そのユーザビリティはネッ

トワーク遅延の影響を受けやすく,協働作業時の応

答性などに支障をきたす場合がある[6]､今回の実証

実験では,オンプレミスの環境と比較すると,操作レ

スポンスの遅延を多少なりとも感じた学生は2/3ほど

であった(図2).ただし,応答性を含めたユーザビラ

テイ全休の評価としては,MicrosoftWordと同等か

それ以上と回答している学生が2/3を占め(図3)，レ

ポートの協働編集環境として有用と答えている者も|剛

程度の割合となっており(図4)，クラウド型ツールが

学生問の協働作業支援のために十分有効であること
が明らかになった．
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図2クラウド型協働学習環境の遅延の影響
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31年生前ﾘﾘIの必修科目『コンピュータ概論』の2ｸﾗｽを対象
（35人十32人）

-66




